
腰折山
至今治

N

至松山

大通寺 最明寺

難波小学校

正岡小学校

上難波集会所

国津比古命神社
櫛玉比売命神社

JR
北条駅

恵良山

高橋邸

門田邸

鎌
大
師

立
岩
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庄
大
根
を
栽
培
す
る
坂
本

さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

　

難
波
は
、
空
気
が
お
い
し

く
自
然
に
あ
ふ
れ
た
地
区
で

す
。
庄
大
根
は
お
ろ
し
で
食

べ
る
の
が
お
薦
め
。
き
め
細

や
か
な
舌
触
り
で
す
よ
。

よ
り
絶
滅
し
か
け
た
庄
大
根

は
、
昭
和
57
年
に
地
元
農
家
と

行
政
と
の
協
働
で
復
活
さ
せ
、

庄
大
根
研
究
会
が
種
を
引
き
継

ぎ
栽
培
。
毎
年
12
月
か
ら
始
ま

る
収
穫
は
大
忙
し
で
す
。
本
年

度
か
ら
は
小
中
学
校
給
食
の
食

材
と
し
て
本
格
的
に
取
り
入
れ

ら
れ
、
児
童
生
徒
は
大
根
飯
な

ど
に
使
用
さ
れ
た
「
庄
大
根
」

の
味
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

腰こ
し
お
れ折
山
の
麓
、
鎌
大
師
の
裏

に
「
一
茶
の
道
」
の
ス
タ
ー
ト

坂本 信子さん
（庄）

伊予源之丞

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
改

革
推
進
課
☎
９４８
６
２
１
３
・

９３４
１
８
４
３
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
ま
つ
や
ま

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
☎
９４３
２

０
２
５
・

９３1
２
０
４
１
へ

新
行
政
改
革
大
綱（
案
）

意
見
を
募
集
中

風早⑥ 難波地区（赤い大根と一茶）知っトコ！
行っトコ！

　

難
波
地
区
は
田
畑
が
広
が
る
静
か
な
田
園
地
帯
。
農
耕
文

化
が
色
濃
く
残
り
、
虫
祈き

祷と
う

や
獅
子
舞
な
ど
伝
統
文
化
が
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
当
地
区
大
浦
に
あ
る
道
の
駅
・

風
早
の
郷
「
風
和
里
」
に
は
、新
鮮
な
野
菜
や
魚
な
ど
を
求
め
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

　

土
か
ら
チ
ラ
リ
と
見
え
る
赤

色
が
か
わ
い
い
「
庄し

ょ
う
だ
い
こ
ん

大
根
」。

１
５
０
年
前
か
ら
当
地
区
に
伝

わ
る
赤
首
大
根
を
、
地
区
名
に

ち
な
み
こ
の
名
前
で
呼
ん
で
い

ま
す
。
甘
味
が
強
い
の
が
特
徴

で
す
。

　

他
の
大
根
と
の
自
然
交
雑
に

赤
い
色
し
た
伝
統
の
大
根

小
林
一
茶
に
思
い
を
は
せ
て

DISCOVER魅力を発見 早
KAZAHAYA風

「一茶の道」を散歩する住民

一茶の道コース図
庄大根を収穫する女性

　

平
成
24
年
度
か
ら
実
施
予
定
の

「
新
行
政
改
革
大
綱
（
案
）」
に
対

す
る
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

 

【
閲
覧
場
所
】
行
政
改
革
推
進
課

（
市
役
所
本
館
４
階
）、
市
民
閲
覧

コ
ー
ナ
ー
（
同
１
階
）、
支
所
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 

【
申
し
込
み
】
２
月
15
日
㈬
ま
で

に
直
接
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
、
ｅ
メ

ー
ル
で
、
意
見
申
込
書
（
閲
覧
場

所
と
同
所
に
設
置
）
に
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
意
見
を
書
い
て
、

行
政
改
革
推
進
課

gyoukaku@
city.matsuyama.ehime.jp

へ

　

世
界
の
情
報
や
文
化
に
触
れ
る

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

【
日
時
】
２
月
2９
日
㈬
1９
時
～
20

時
30
分

 

【
会
場
】
コ
ム
ズ
（
三
番
町
六
丁

目
）
３
階
多
目
的
室

 

【
内
容
】
元
青
年
海
外
協
力
隊
員
・

桂
浦
美
紀
さ
ん
に
よ
る
講
話
「
ド

ミ
ニ
カ
共
和
国
～
発
展
途
上
国
で

の
生
活
と
驚
く
べ
き
ド
ミ
ニ
カ
人

の
価
値
観
～
」、
ラ
テ
ン
ダ
ン
ス

「
サ
ル
サ
」
の
体
験

 

【
定
員
】
30
人
（
先
着
順
）

 

【
料
金
】
３
０
０
円

 

【
申
し
込
み
】
２
月
１
日
㈬
か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、

ｅ
メ
ー
ル
で
ま
つ
や
ま
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
（
コ
ム
ズ
１
階
）

informic@
dokidoki.ne.jp

へ

わ
た
し
の
自
慢

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参 

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
９４８
６
３
８ 

３
・

９３４
３
１
５
７
へ

◦
地
区
の
伝
統
文
化
で
あ
る
「
伊

予
源
之
丞
」
を
市
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
演
じ
た
い

◦
宮
前
公
民
館
の
駐
車
場
・
駐
輪

場
の
確
保
と
雨
漏
り
対
策
を
し
て

ほ
し
い

◦
塾
か
ら
の
帰
り
、
暗
く
て
危
な

い
所
が
あ
る
の
で
、
防
犯
灯
を
増

や
す
こ
と
は
で
き
な
い
か

◦
み
ど
り
小
学
校
通
学
路
の
安
全

対
策
を
し
て
ほ
し
い

※
抜
粋
、
要
約
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

ま
す

住
民
の
声

参
加
者
募
集

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

地
域
で
市
長
と
話
そ
う
！

No.15

宮前
地区
宮前
地区

第
19
回=

新
玉
地
区

 

【
日
時
】
２
月
28
日
㈫
1９
時
～
20

時
30
分

 

【
場
所
】中
央（
新
玉
）公
民
館（
千

舟
町
八
丁
目
）
４
階
大
ホ
ー
ル

 

【
対
象
】
新
玉
地
区
に
在
住
ま
た

は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

 

【
定
員
】
80
人
程
度

 

【
申
し
込
み
】
1
月
31
日
㈫
ま
で

に
、
直
接
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク

ス
、
ｅ
メ
ー
ル
で
、
参
加
申
込
書

（
市
民
参
画
ま
ち
づ
く
り
課
〈
市

役
所
本
館
９
階
〉・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
）
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、年
齢
、性
別
、勤
務
先（
学

校
名
）、
市
長
と
話
し
た
い
こ
と

を
書
い
て
、
〒
7９0
８
５
７
１
市
民

参
画
ま
ち
づ
く
り
課

zichi@
city.matsuyama.ehime.jp

へ

地域の課題などを熱心に話す参加者

虎舞

12
月
16
日
開
催
・
宮
前
公
民
館
・
参
加
者
８４
人

「誇れる」地域の宝
〜まちのいいとこ〜

宮 前 編

「
伊
予
源
之
丞
」
と
「
虎
舞
」

宮
前
地
区
は
、人
口
１
万

５
０
０
５
人
、世
帯
数
６
２
５

８
世
帯（
平
成
23
年
12
月
１

日
現
在
）。か
つ
て
は
の
ど
か
な

田
園
地
帯
で
し
た
が
、昭
和
30

年
代
後
半
に
ひ
ば
り
ケ
丘
、み

ど
り
ケ
丘
な
ど
大
規
模
な
住

宅
団
地
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
40
年
代
に
開
通
し
た
中

央
通
り（
国
道
４
３
７
号
）は

市
内
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
利

便
性
を
高
め
、人
口
増
加
に

拍
車
を
掛
け
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
、松
山
観

光
港
に
通
じ
る
県
道
バ

イ
パ
ス
の
開
通
は
沿
道

に
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の

店
舗
出
店
を
促
し
、新

た
な
に
ぎ
わ
い
が
創
出

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
区
に
は
古
き
良
き

伝
統
文
化
が
残
り
ま
す
。

一
つ
は
県
無
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
る
人
形

芝
居「
伊い

予よ

源げ
ん

之の

丞じ
ょ
う

」。起
源

は
江
戸
時
代
に
不
景
気
打

開
の
た
め
上
演
し
た
人
形
芝

居
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。大
正

時
代
に
は
九
州
・
中
国
上
海

ま
で
巡
業
し
て
い
ま
し
た
が
、

大
正
後
期
に
解
散
状
態
と
な

り
ま
し
た
。そ
の
後
、昭
和
10

年
に
有
志
に
よ
り
再
興
、34

年
に
伊
予
源
之
丞
保
存
会
が

設
立
さ
れ
、現
在
も
保
存
と

伝
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

も
う一つ
は
毎
年
、三
津
厳
島

神
社
の
秋
祭
り
で
奉
納
さ
れ
る

「
虎と

ら
ま
い舞
」。起
源
は
、松
山
城

主
・
加
藤
嘉
明
が
豊
臣
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
に
伊
予
の
兵
士
を

率
い
て
参
戦
し
た
時
に
、山
中

で
虎
を
仕
留
め
た
様
子
を
伝

え
る
舞
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
古
三
津
虎
舞
保
存
会

が
伝
承
や
人
材
育
成
に
努
め

て
い
ま
す
。

地
点
が
あ
り
ま
す
。
俳
人
・

小
林
一
茶
は
寛
政
７
年
（
１

７
９
５
年
）の
旅
路
の
途
中
、

難
波
村
の
最
明
寺
と
高
橋

邸
、八
反
地
村
（
正
岡
地
区
）

の
門
田
邸
を
訪
れ
ま
し
た
。

高
橋
邸
に
は
句
碑
「
月
朧お

ぼ
ろ

よ

き
門
探
り
当
て
た
る
ぞ
」
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

地
元
で
は
こ
の
時
歩
い
た

で
あ
ろ
う
道
を「
一
茶
の
道
」

と
し
、
散
歩
コ
ー
ス
な
ど
に

活
用
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
２
番
目
に

幸
せ
な
国

ド
ミ
ニ
カ
共
和
国

（3） 広報まつやま2012（平成24）年１月15日号
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